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SPring-8におけるDXの位置づけ

• 研究開発活動の高度化

• 海外競合施設との競争の激化

• ユーザーサービスの向上

• 限られた予算 (欧米競合施設の約半分､高いエネ
ルギーコスト) の中でどのように対応していくか？

DXによる効率化の推進

今後の少子高齢化に備える

ルーチンワークのオートメーション化

研究現場 インフラ維持 バックオフィス

DX化と合わせた
省エネ化

エネルギーコスト削減

ユーザーサービスの
向上

オンライン化
効率の向上

インフラ系のDX化

メンテナンスコスト削減
サービスの向上
セキュリティの向上

COVID-19によるDX化加速

SDGs推進の要としてのDX

SDGsとSociety 5.0の相互作
用を社会に向けて発信する場と

してのSPring-8

社会の要請としてのDX

先進的DX応用技術を
SPring-8で創り社会に拡げ
ていくシステムの構築

限定されたリソースを活用
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COVID-19対応から”New Normal”へ
• 国の緊急事態宣言を受け､ 2020年4月～6月半ばまで一般ユー
ザー利用を停止｡ コロナ緊急課題は実施

• 施設の運転自体は問題なくできた (僻地ゆえのメリット)

• 500課題以上のユーザー実験がキャンセルに

• コロナ後の｢新しい実験様式｣:DXによる自動化､遠隔化の推進

• 今後､人の往来が再び制限された場合にも､研究開発を止めな
い仕組みを確立し､我が国のイノベーションを推進し続ける

• ｢放射光を知らない｣ 利用者の参入バリアを下げながら､
SPring-8をハブとした新たな連携の構築

• 利用者･ビームラインスタッフともに､ルーチン作業から開放
し､ 実験デザイン･解析等の発見的･高付加価値の活動へシフ
ト､ 若手人材の獲得にもつなげる 3



海外施設のCOVID対応例
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海外との比較:  現時点では､技術的な対応は同等のレベルだが､利用者や社会に対するア
プローチは､スピード感･戦略性ともに不足



成果創出

自動試料調製システム
(対象手法：小角散乱BL、イメージングBL）
研究者が手工業的に行なっている試料の自動調製化装置

ロボティクス計測装置
（対象手法：小角散乱BL、
イメージングBL）
自動化が進んでいる各要素間
をつなぐロボットシステム

オートサンプルチェンジャー
（対象手法：小角散乱BL、イメージングBL）
測定試料の自動交換システム

実験ハッチ
ビーム位置自動制御システム
（対象手法：タンパク質結晶構造解析BL）
電子ビームの照射位置や光学系の自動調整システム

実験データ

遠隔操作

工場･研究所

ビームライン基幹部SPring-8

放射光

（実験施設内）

波及効果

・ 量子ビーム研究のより一層の加速・利便性向上
・ 収入増大及び共同研究の促進

○研究開発サイクルの加速・人材育成
○イノベーション創出
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リモートアクセス対応実験システム
リモートによる施設へのアクセスによって施設に来ず
とも実験操作可能となるリモートツールの導入

• 自動化①: 試料調製→実験→解析: 各プロセス内の自動化 & プロセス間の自動化
• 自動化②: ビームラインの自動調整
• 遠隔化: 自動化されたシステムを外部から制御

オフィス
自宅

自動化･遠隔化システム



｢リモート実験｣の類型
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機器操作の自動化

データ解析の自動化

機器操作の自動化

データ解析の自動化

遠隔操作

遠隔解析

遠隔参加

①

②

③

※現場の人手が必要な ｢手動｣実験も､常に一定割合存在



“Virtual 参加” SPring-8の事例
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“リモート制御” SPring-8の事例
@BL45XU (PX)
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 多軸ロボットによる高速連続自動測定システム（凍結）
 大量の試料に対応した高速処理システム

回折ピーク検出>測定ストラテジ決定>データ処理

1. こ

 微小結晶に対応した高精度プレート回折計（室温）
 プレート専用回折計でデータ収集

創薬研究における薬剤探索では、大量の試料を
凍結あるいは室温条件で迅速に測定して構造解析する必要

BM-BLで開発を継続してきた既設プレート回折計（BL26B1に設置）
>> 50-100 μmの結晶での有効性を実証
微小結晶/LCP結晶には微小ビームとスキャンの高精度化が必要

16 samples/puck

高速試料交換 SPACE-II
>> 128 samples
= 16 samples x 8 pucks
交換速度: 11 sec

自動測定 ZOO + Pilatus
5-7 min / sample

128 samples

=> 10 – 12 hr

2 – 4 TB



Sample交換の様子 (Movie)
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自動運転実績 (2019A ~ 2020A)
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課題数 実施回数 実施時間

2019A 12 (7) 29 (24) 182 (156)

2019B 41 (12) 88 (46) 804 (336)

2020A 41 (16) 79 (41) 772 (348)

括弧内は成果専有利用の内数

停止明け以降多数の利用あり
> BL41XUでも部分的に実施

BL41XU           BL45XU



まとめ

DX: イノベーション推進のエンジン

• 効率を高めながら､ 創造的･発見的･高付加価値なア
クティビティへシフト

• 潜在需要の喚起

• 新たな｢基盤施設(群) 運営様式｣の確立

–研究現場のみならず､ 施設インフラ･バックオフィスも
含めたDX化

–他施設 (加速器･インフラ) のリモート運転もスコープに
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